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補助事業番号 19-1-011 

補助事業名  平成19年度 体育事業その他の公益増進を目的とする補助事業 

補助事業者名 特定非営利活動法人 サイクリストビュー 

 

１．補助事業の概要 

（１） 事業の目的 

 サイクルスポ-ツの啓発普及およびイベントの振興のため、島根県の自然を活かした地

点往還グランフォンド・ロングライドや、手つかずの山林道をそのまま活用するヒルク

ライムレースなど、全国のサイクリストが気軽に参加できる大会を毎年開催することに

より認知度を高め、国内外からの有名プロ選手を招待し、よりサイクリストに魅力的な

事業となるよう、また、島根県にとどまらず全国各地で同じような大会を開催すること

により、日本全体のサイクリストの拡大・発展、サイクルスポ-ツ事業の振興をもって公

益の増進に寄与する。 

 

（２）実施内容 

ア.石見ライド０２ 

 ５月の中旬、２日間に亘り島根県西部の石見地方３市４町の一般道路を利用した日本初

の地点往還グランフォンドで、中上級者向けの二日間で３００km（一日目１７０km 二日

目１３０km）を走破するサイクリング大会を開催した。前年度開催時は、２日間の参加総

数のべ 380 名であったが、今年度は、補助金申請等の関連で、PR が遅れ、また、他府県

の大きな大会と日程が重なったこともあり、参加人数は２日間のべで 297 名であった。大

会初日は、曇りのち山間部で雨、市街地で晴れ。２日目は快晴であった。昨年同様、非常

に県外比率は高く、地域経済には大きく貢献し、開催自治体からは大きな賞賛をいただい

た大会となった。     

参加状況と最終結果 

１日目：参加 145 名、出走 137 名、リタイヤ６名、ショートカット組 27 名 

２日目：参加 152 名、出走 139 名、リタイヤ１名 

 

 

イ.飯南ヒルクライム 

 島根県東部の広島県境に位置する飯南町の全長１２．５km 高低差 45０m で農道や林道

を利用した標高１０５０ｍのゴ－ルを目指すロ－ドヒルクライムレースであった。参加人

数は中国地方を中心に１２１名。当日は曇りのち晴れであり、スタート時点は曇り、山頂

ゴール付近は、ガスが発生するコンディションであったが、次第に回復して、・ゴール会

場は完全に快晴となった。スタート時では、山崎町長より「この大会は飯南町の財産とな

るものであり、今後とも町を挙げて継続開催をしていくとのコメントを参加者に頂戴した。

また、クラス別では５クラスのクラスでゴールを競った。 
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ウ.出雲路ワンデイラン 160 

 縁結びの地として知られる、島根県東部の出雲路広域３市２町の一般道路を利用した一

日で１６０km のロングライド型サイクリング大会を開催した。コースは、石見ライドよ

りは平易で、比較的、初級者でも走破可能なコ－ス設定した。今回は、全国から多くの参

加者があり、前年の参加者数を大きく上回った。昨年対比で 187.5％という驚異的な伸び

率となった。                                               

参加総数は締め切り直後参加者数：３２３名 

最終払い込み数：３１５名、実走参加者数：３００名、リタイヤ：１２名 

 

エ.雲南ＭＴＢチャレンジ 2007 

 島根県東部の中山間地域に位置する雲南市のにて開催する。１日目は、全長１７km 高

低差６００m で山道をそのまま活用した、倒木や岩などの障害物をかわしながらのマウン

テンバイクによるヒルクライムレース。２日目は、シクロクロス、中国九州地区のプロ

ローグとマウンテンバイクのエンデューロ（耐久レース）。またロードバイクでも気軽に

楽しめる「自転車さんぽ」を開催した。                                  

種目別参加者数                                                          

雲南ＭＴＢチャレンジヒルクライム  12 名 

島根シクロクロス雲南 12 名 

雲南自転車さんぽ  10 名 

３Ｈ耐久レース  22 名                         

最終参加者数：56 名 

 

 

２．予想される事業実施効果 

 

ア.石見ライド０２：  

 石見地方の３市３町のシンボルでもある「石見銀山」が世界遺産登録の運びと

なり、世界遺産を走る唯一のグランフォンドとして、ますます注目されるイベン

トになる。今回初めて参加された県外のサイクリストや雑誌（ファンライド）や

ホームページを見た未参加の愛好者が目指す大会になっていくと考えられる。そ

れによって、石見地域の交流人口の増加や年間を通じてサイクリングを楽しめる

場所としての認知度向上が確実に期待できる。                                                              

 

イ.飯南ヒルクライム：                         

 飯南町で初めて開催する自転車レースであったが、飯南町内の評判は大変良い

ものであった。特に町長は、自ら開会式の時に「来年以降も全面的にバックアッ

プしていく」と明言され、地元の誘致工場であり、自転車の部品も製造する関西

圏の企業とシマノ等の協力も継続して得られる見通しがたった。将来的には、町

の看板となるイベント成長する可能性がある。 
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ウ.出雲路ワンデイラン160：                            

 昨年の第１回大会よりも、参加人数では倍増となった、今年の大会。参加者も

来年また参加したいとの高評価が多数あり、ますます飛躍発展する大会となるの

は間違いない。また、昨年オープンしたサテライト山陰がある東出雲町内もコー

スになっており、町内の好感度も高く、ますます認知され、愛される大会となっ

ていく。また松江市、出雲市でも評価が高いイベントになってきている。出雲路

広域の代表的な自転車大会に成長していく。 

    

エ.雲南ＭＴＢチャレンジ：  

 大会参加者数は昨年よりは大幅に増加するも、まだまだ満足できる規模にはほ

ど遠いものがある。しかしながら、雲南市の評価は非常に高く、雲南市のように

観光資源の乏しい自治体では大変貴重なイベントとして、今後とも市の協力を仰

ぎながら継続開催していく予定である。 

 

 

３．本事業により作成した印刷物等 

 

①石見ライド０２ 

開催告知チラシ（印刷枚数10.000枚） 

開催告知ポスター（印刷枚数1.000枚） 

②飯南ヒルクライム 

   開催告知チラシ（印刷枚数 5.000 枚） 

   開催告知ポスター（印刷枚数 400 枚） 

③出雲路ワンデイラン160 

 開催告知チラシ（印刷枚数9.000枚）  

  開催告知ポスター（印刷枚数1.000枚） 

④雲南ＭＴＢチャレンジ 

  開催告知チラシ（印刷枚数3.000枚） 

  開催告知ポスター（印刷枚数500枚） 
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４．事業内容についての問い合わせ先 

 

 団 体 名： 特定非営利活動法人サイクリストビュー 

(トクテイヒエイリカツドウホウジンサイクリストビュー) 

 住  所： 690-0044 

島根県松江市浜乃木四丁目10番53号 

 代 表 者： 代表理事 森脇 博史（モリワキヒロシ） 

担当部署： 本部(ホンブ) 

 担当者名： 代表理事 森脇 博史（モリワキヒロシ） 

 電話番号： 0852-21-3920 

 F A X ：  0852-21-3904 

 E-mail  ：  infoncv@plusvalue.co.jp 

 ＵＲＬ  ： http://www.plusvalue.co.jp/cyclistview 
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